
　
日
野
郡
江
府
町
と
岡
山
県
新
庄
村
と
の

県
境
に
位
置
す
る
毛
無
山
。「
け
な
し
や

ま
」「
け
な
し
が
せ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
以
前
は
岡
山
県
側
か
ら
登
る
コ
ー
ス
が

一
般
的
だ
っ
た
が
、
平
成
9
年
に
江
府
町

地
元
グ
ル
ー
プ
「
白
馬
の
会
」
に
よ
っ
て

登
山
道
が
新
た
に
開
設
さ
れ
、
鳥
取
県
側

か
ら
も
登
山
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
降
、
同
会
で
は
登
山
道
の
維
持
管
理
作

業
や
希
少
植
物
で
あ
る
カ
タ
ク
リ
の
保
護

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
、
カ
タ
ク
リ

が
咲
き
始
め
る
4
月
29
日
に
は
登
山
道
開

き
祭
を
開
催
し
て
い
る
。

　
標
高
は
１
２
１
８
ｍ
と
初
心
者
で
も
比

較
的
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
、
登
山
入
門

者
に
オ
ス
ス
メ
だ
。
八
合
目
付
近
に
は
カ

タ
ク
リ
の
群
生
地
が
あ
り
、
春
に
な
る
と

可
憐
な
花
が
疲
れ
た
登
山
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
。
登
山
の
際
は
カ
タ
ク
リ
を
踏

み
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
。

　
他
に
も
「
力
岩
」「
蔵
之
助
岩
」
と
呼

ば
れ
る
巨
岩
や
、
登
山
道
を
覆
う
ブ
ナ
林

な
ど
見
所
は
多
い
が
、
中
で
も
特
に
オ
ス

ス
メ
し
た
い
の
が
山
頂
か
ら
望
む
３
６
０

度
に
広
が
る
パ
ノ
ラ
マ
だ
。
山
頂
は
山
名

の
と
お
り
木
（
毛
）
が
無
く
景
観
を
遮
る

も
の
は
無
い
。
大
山
や
蒜
山
を
は
じ
め
、

中
国
山
地
の
山
々
や
弓
ヶ
浜
半
島
が
日
本

海
に
伸
び
る
様
子
な
ど
、
広
範
囲
が
望
め

る
景
観
は
他
で
は
見
ら
れ
ず
、
一
見
の
価

値
あ
り
だ
。

　
付
近
に
は「
幻
の
七
段
滝
」「
白
馬
の
滝
」

も
あ
り
、
登
山
と
は
別
の
面
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

日
野
振
興
局 

地
域
振
興
課 

企
画
調
整
担
当

電
話
０
８
５
９
ー
７
２
ー
２
０
８
３

問

と
の

し
や

て
い
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。
る
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ス
が
ス
が
ス
が

江
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っ
て

県
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っ
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。

理
作

保
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ク
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山
道
開

も
比

入
門

は
カ

る
と

ま
せ

を
踏

　
他

ば
れ

な
ど

ス
メ

度
に

の
と

も
の

中
国

海
に

る
景

値
あ

　
付

も
あ

こ
と

 ①  ブナ林 

 ②  力岩 

 ③  蔵之助岩  

 ④  幻の七段滝  

 ⑤  白馬の滝  

難  易 度  ★★☆☆☆ 
 
標  高  1,218m  
所要時間  登り 2時間00分 
      下り 1時間15分 
歩行距離  片道2.3km  
アクセス  国道181号線→武庫駅を曲がる→ 
      県道113号線を俣野方面へ約5km直進 
      →毛無山登山道案内看板を右折→ 
      約5km直進→左折→約1km直進→ 
      登山道到着（中国電力サージタンク横） 

えび 

むこ 

ねう 

至 岡山 

至 米子 

幻の七段滝 登山道 
白馬の滝 

宝仏山 毛 無 山 
白馬山 

ミターラオート
キャンプ場 

 181 

113 

482 

米子自動車道 

注
意

　登
山
は
、
体
調
を
整
え
事
前
準
備
を
し
っ
か

　
　
　り
し
た
上
で
登
り
ま
し
ょ
う
。

富士山世界遺産登録記念！
日野郡の山特集　vol.1 毛無山  編

春に可憐な花を咲かせるカタクリが楽しめる
山として有名な毛無山。他にも頂上から望む
360度に広がる眺望など、見どころは多い。


